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＜報告１＞ 日本環境管理学会 令和 5年度通常総会を東京で開催 

     ～ オンライン併用 ～ 
 

日本環境管理学会 令和 5年度通常総会を 5月 31日（水）16時から東京のビルメン会館（東京都荒川区）でオン

ライン併用で行いました。 

本NEWSLWTTERに以下が掲載されています。 

 ・総会議事録 

 ・総会資料 
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日本環境管理学会 令和 5年度通常総会 開催議事録 

 

１．総会の種類     令和５年度通常総会 

 

１．日 時       令和５年５月３１日（水）１６時～１７時 

 

１．開催場所      全国ビルメンテナンス協会 ４F 会議室（オンライン併用） 

 

１．正会員定数     正会員３７名 （成立定数 ８名） 

 

１．議決権行使書提出  ２８名（会場出席 ９名  オンライン出席２名） 

               （委任状 会長宛 １４名 議長宛 ３名） 

 

１．定数確認 

 総会は会則第２８条第１項の規程「総会は正会員現在数の５分の１以上の出席によって成立する」により定数（議決

権行使書提出数）を満たしており、成立した。                  

 

１．議長及び議事録署名人の選任 

三橋会長が議長につき、議事録署名人の選任をもとめ、安蘓秀徳氏、木村榮一氏が選任された。 

 

１．令和５年度総会議案について 

  議長の指名により堀口事務局長が以下の議案上程を行った。 

１．令和４年度事業報告について 

２．令和４年度収支決算報告について 

３．令和４年度監査報告について 

４．令和５年度事業計画(案)について 

５．令和５年度収支予算(案)について 

６.監事の選任について 

 

会則第１９条の５並びに第３４条に基づく監査結果も含み、提出された議案は賛成をもってすべて承認された。 

 

 以上をもって令和５年度通常総会の議案全部の審議を終了とした。 

 

 

令和５年 7月１日 

日 本 環 境 管 理 学 会 

 会   長  三 橋 博 已 

 

議事録署名人  

安 蘓 秀 徳 氏、 

 

木 村 榮 一 氏 

 

 

 

 



日 本 環 境 管 理 学 会 大 会 

令 和 ５ 年 度 通 常 総 会  

日 時：令和５年５月31日 

       場 所：全国ビルメンテナンス協会会議室 

 

 

議    案 

１．令和4年度事業報告について 

２．令和4年度収支決算報告について 

３．令和4年度監査報告について 

４．令和5年度事業計画(案)について 

５．令和5年度収支予算(案)について 

６．監事選任について 

７．その他 



１. 令和４年度 事業報告 

１．令和４年度通常総会 

日 時 令和４年６月１５日（水） 書面総会（６月１日 会員宛て書類送付） 

   １．開催場所      通信開催（書面評決） 

   １．正会員定数     正会員３６名 （成立定数 ８名） 

   １．議決権行使書提出  ２７名 

   １．定数確認 

     総会は会則第２８条第１項の規程「総会は正会員現在数の５分の１以上の出席によって成立する」により定

数（議決権行使書提出数）を満たし成立した。 

   １．令和４年度総会議案 

     通信総会として以下の議案を正会員に配信し、原案に対する賛否を取った。 

    １．令和３年度事業報告について 

    ２．令和３年度収支決算報告について 

    ３．令和３年度監査報告について 

    ４．令和４年度事業計画(案)について 

    ５．令和４年度収支予算(案)について 

    ６. 役員改選について 

     会則第１９条の５並びに第３４条に基づく監査結果も含み、提出された議決権行使書の賛成をもってすべて

承認された。 

 

２．会  合 

 (1) 理事会   ２回 

   ・日 時  令和４年５月３１（火）書面理事会 

 ・議 題  1) 令和４年度総会議案について 

         2) その他 

   ・日 時  令和４年７月６日（火）１７：００～ 

   ・場 所  日本環境管理学会研修室（オンライン併用） 

   ・議 題  1) 令和４年度総会報告について 

         2) 令和4年度学会体制について 

3) その他 

（2）監事監査   １回 

   ・日 時  令和４年５月３０日（金）１１：００～１２:００ 

   ・場 所  日本環境管理学会研修室 

   ・議 題  1) 令和３年度事業及び会計監査 

 

 (3) 学会運営関係委員会 

   各運営並びに研究関係委員会の諸活動の掌握と促進 

 1)運営会議  １回（令和４年９月１４日） 

        研究発表会の開催について 

 2)総務委員会 随時 事務局運営と経費削減実施 

 3)学術委員会 随時メール審議 研究発表会の開催について 

4)論文審査小委員会 1回 論文査読対応  

 
３．研究発表会（学術委員会） 

 (1) 第３４回研究発表大会 

   ・日 時  令和４年１０月７日（金）１３時～１８時 



   ・場 所  全国ビルメンテナンス協会会議室 

   ・方 法  Ｗｅｂよる発表及び質疑形式により開催 

＜第一部＞ 特別セミナー 

『建築・設備 べからず事例から学ぶ 

～「不完全性」を知り「建築の質の向上」を目指すために～』 

１.13:00～13:05 オリエンテーション 

2. 13:05～13:30 「不完全性の定義ともたらす影響を分析する」  

建築・設備の不完全性事例研究小委員会   永峯章 委員長 

3. 13:30～13:55 「不完全事例に見る発生要因、責任の所在－建築編」  

建築・設備の不完全性事例研究小委員会   古橋秀夫 委員 

4.13:55～14:20 「不完全事例に見る発生要因、責任の所在－設備編」  

建築・設備の不完全性事例研究小委員会   坂下祥一 委員 

 

＜第二部＞ 研究発表会プログラム 

1. 第一セッション15:00-16:30 

1-1 スーパーシティ（スマートシティ）に向け施設維持管理の行方は？ 

安蘓秀徳（東京美装興業）、他 

1-2 廃棄物処理におけるカーボンニュートラルとプラスチック廃棄物 

     橋本 治（日本大学）、他 

1-3 ZEBオフィスにおける温熱環境形成と執務者温冷感アンケート調査 

     金沢に立地するZEBオフィスの温熱環境・エネルギー性能検証 第1報 

     新村苑華（金沢工業大学）、他 

1-4 ZEBオフィスの創エネルギーを含めたエネルギーバランス調査 

     金沢に立地するZEBオフィスの温熱環境・エネルギー性能検証 第2報 

     加藤 創（金沢工業大学）、他 

1-5 グリーン水素ビルシステムに関する運転実態調査 

     金沢に立地するZEBオフィスの温熱環境・エネルギー性能検証 第3報 

     渡 陽（金沢工業大学）、他 

1-6 躯体蓄熱放射・床吹出し空調のシステム COPに関する運転実態調査 

     金沢に立地するZEBオフィスの温熱環境・エネルギー性能検証 第4報 

     小池怜奈（金沢工業大学）、他 

 

 

2. 第二セッション 16:45-18:00 

2-1 前橋市の中心市街地における屋外環境の実測調査 

     －その2 冬期における風環境の実測結果と主観評価－ 

     三田村輝章（前橋工科大学）、他 

2-2 建築物におけるバイオミミクリーの適用可能性とその効果 

     サボテンの形状を模擬した事務所建築における数値シミュレーション 

     光山武宏（前橋工科大学）、他 

2-3 蓄電池・電気自動車を連携させた ZEH住宅の性能評価 

     群馬県藤岡市のモデル住宅を対象とした年間での実測結果 

     佐藤 廉（前橋工科大学）、他 

2-4 スマートタウンにおける住宅・非住宅施設のエネルギー消費と電力融通の効果 

     田中大雅（東京工業大学）、他 

2-5 静岡県における再生可能エネルギー事業の実態調査 

     竹井七虹（東京工業大学）、他 



 

４．研究事業 

   東京都特別区職員研修所からの依頼を受け、「建築と設備の不完全事例研究小委員会（永峯章委員長）」が以下

の研修を行った。 

   １．研修名 令和4年度 専門研修「建築保全」 

   ２．講義日 令和5年1月12日（木） 13:30～17:00 

   ３。教科目 建築・設備のあってはならない事例から学ぶチェックポイント 

   ４．講 師 日本環境管理学会「建築と設備の不完全事例研究小委員会」 

         委員長 永峯  章 委 員 古橋 秀夫 坂下祥一 

 

５．出版事業（学術委員会、論文審査小委員会 事業委員会、ニューズレター小委員会） 

 (1) 会誌｢環境の管理｣及びニューズレター電子版 随時 

 (2) 建築と設備のあってはならない不完全性事例大全集（オーム社刊）の頒布、普及 

    

６．他団体等への協力事業（総務委員会・事業委員会） 

 (1)(公社)全国ビルメンテナンス協会への委員派遣 

 (2) 協賛・後援  

  ① (公財)日本建築衛生管理教育センター「第４８回建築物環境衛生管理全国大会」 

  ② (公社)全国ビルメンテナンス協会「第１６回ビルメンこども絵画コンクール」 

  ③ (公社)全国ビルメンテナンス協会、日本能率協会 

    「2022 ビルメンヒューマンフェア＆クリーンＥＸＰＯ」 

  ④ (公社)日本空気清浄協会「第３９回空気清浄とコンタミネーションコントロール研究大会」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 令和４年度収支決算報告書 

 

 

Ⅱ 財産目録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 令和４年４月 １日 

 

至 令和５年３月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 本 環 境 管 理 学 会 

 



＜収入の部＞ （単位：円）

令和４年度決算額 令和４年度予算額 増▲減 摘        要

入会金収入 3,000 10,000 ▲ 7,000

入会金収入 3,000 10,000 ▲ 7,000

会費収入 940,000 1,000,000 ▲ 60,000

個人会員収入 250,000 350,000 ▲ 100,000 個人正会員25名

法人会員収入 680,000 650,000 30,000 法人正会員8社　+　特別会員4団体

過年度会費収入 10,000 0 10,000

事業収入 155,318 80,000 75,318

大会等収入 19,000 50,000 ▲ 31,000 研究発表会参加費等

その他事業収入 136,318 30,000 106,318 書籍印税等

受託事業収入 0 100,000 ▲ 100,000

委託研究費 0 100,000 ▲ 100,000

研究助成収入 0 0 0

0 0 0 全国ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ政治連盟より

雑収入 10 10,000 ▲ 9,990

受取利息 10 0 10

雑収入 0 10,000 ▲ 10,000

当 期 収 入 合 計 1,098,328 1,200,000 ▲ 101,672

前  期  繰  越  金 294,999 294,999 0

合             計 1,393,327 1,494,999 ▲ 101,672

＜支出の部＞ （単位：円）

勘  定  科  目 令和４年度決算額 令和４年度予算額 増▲減 摘        要

事　業　費 88,344 1,045,000 ▲ 956,656

研究費 75,874 750,000 ▲ 674,126 インターネット等

印刷編集費 0 50,000 ▲ 50,000

通信運搬費 12,470 20,000 ▲ 7,530 電話料、送料等

原稿料 0 50,000 ▲ 50,000

講師謝金 0 75,000 ▲ 75,000

大会等開催費 0 100,000 ▲ 100,000

器具備品費 0 0 0 ｺﾋﾟｰﾘｰｽ代等

渉外費 0 0 0

管　理　費 17,655 155,000 ▲ 137,345

事務委託費 0 100,000 ▲ 100,000 クリーンシステム科学研究所等

消耗備品費 16,500 0 16,500

支払報酬 0 50,000 ▲ 50,000 顧問料等

借室料 0 0 0 水道光熱費を含む

雑費 1,155 5,000 ▲ 3,845 振込手数料等

当 期 支 出 合 計 105,999 1,200,000 ▲ 1,094,001

当 期 収 支 差 額 992,329 0 992,329

次　期　繰　越　金 1,287,328 294,999 992,329

合              計 1,393,327 1,494,999 ▲ 101,672

借室料立替金収入

（Ⅰ）　令和4年度　収支決算書

 

 



 

（Ⅱ）財 産 目 録 
令和５年３月３１日 

 

１．資 産 の 部 

（１）流動資産（現金・預金） 

・現  金 0.- 

・普通預金  三井住友銀行 159,115.- 

              みずほ銀行 1,900,838.- 

 現金・預金合計  2,059,953.- 

  

 

（２）前払費用 

（３）未収入金 

 

22,545.- 

0.- 

 

 

資 産 合 計 2,082,498.- 

 

２．負 債 の 部 

（１）前 受 金        

   ・令和５年度会費    正会員（法人）    7社 420,000.- 

              正会員（個人）   20名 200,000.- 

              特別会員      3団体 150,000.- 

              学生会員     1名  3,000.- 

    前受金合計 773,000.- 

  

（２）預 り 金   0.- 

（３）未 払 金   22,170.- 
 

  

負 債 合 計 795,170.- 

  

３．差 引 正 味 財 産 

合     計 1,287,328.- 

 



令和４年度の収支決算を、以上の通り報告致します。 

令和５年５月２９日 

 日 本 環 境 管 理 学 会 

                      会  長    三 橋 博 已        

                      事務局長    堀 口   弘        

 

 上記の報告書類を監査の結果、いずれも適正かつ正確なることを認めます。 

令和５年５月２９日 

                      監  事    木 村   亨        

                         

 



４. 令和５年度 事業計画（案） 

 

１．令和５年度通常総会（オンライン併用） 

   ・日 時  令和５年５月３１日（水）１６時～  

   ・場 所  全国ビルメンテナンス協会会議室 

 

２．会  合（Web開催を含む） 

 (1) 理事会          ３回 

   ・学会の今後の運営及び組織体制の検討について 

 (2) 学術委員会 ６回 研究活動の活性化 

   ・調査研究小委員会等    随時 

 (3) 総務委員会 ６回 学会活動基盤の確立 

(4) 事業委員会 ６回 会員メリット事業の展開 

  

３．研究発表会（学術委員会） 

 (1) 第３５回研究発表会 

   ・日 時  令和５年１１月 予定 

   ・方 法  Ｗｅｂよる発表及び質疑形式により開催 

 

４．研究活動 

 (1)研究小委員会（学術委員会） 

   1) 論文審査小委員会（通信委員会を含む） 

    2) 現場のための室内環境評価等検討研究小委員会 

 ・「室内環境評価データ」の収集及び評価システムの普及 

  3) 建築と設備の不完全性検討研究小委員会 

・「不完全性データ」の収集及び普及のためのセミナーの開催 

  4) ビルメンテナンス業務に関する研究小委員会（委託研究含む） 

  5) その他（１～２研究小委員会） 

    

５．講演会・見学会等（事業委員会、学術委員会） 

(1)講演会  １～２回開催予定 

(2)見学会等 １～２回開催予定 

 

６．出版事業（学術委員会、論文審査小委員会 事業委員会、ニューズレター小委員会） 

 (1) 会誌｢環境の管理｣  （Ｗeb版） 

 (2) 日本環境管理学会大会２０２３学術講演集（Ｗeb版）－第３５回研究発表会－ 

 (3) ｢Ｎewsletter｣ Ｗeb版ニューズレター 

(4) 建築と設備のあってはならない不完全性事例大全集（オーム社刊）の頒布、普及 

  

７．他団体等への協力事業（総務委員会・事業委員会） 

 (1) 協賛・後援予定（例年通りの開催を想定）  

  ①(公財)日本建築衛生管理教育センター「第４９回建築物環境衛生管理全国大会」 

  ②(公社)全国ビルメンテナンス協会「第１７回ビルメンこども絵画コンクール」 

  ③(公社)全国ビルメンテナンス協会、日本能率協会等 

   「２０２３ ビルメンヒューマンフェア＆クリーンＥＸＰＯ」 

  ④ (公社)日本空気清浄協会「第４０回空気清浄とコンタミネーションコントロール研究大会」 

 

 



＜収入の部＞ （単位：円）

令和５年度予算額 令和４年度予算額 増▲減 摘        要

入会金収入 10,000 10,000 0

入会金収入 10,000 10,000 0 個人正会員3名+学生会員2名

会費収入 1,000,000 1,000,000 0

個人会員収入 320,000 350,000 ▲ 30,000 個人正会員+学生会員

法人会員収入 680,000 650,000 30,000 法人正会員+特別会員

事業収入 250,000 80,000 170,000

大会等収入 100,000 50,000 50,000 研究発表会、セミナー等

その他事業収入 150,000 30,000 120,000 書籍販売等

受託事業収入 100,000 100,000 0

委託研究費 100,000 100,000 0 関係団体より

研究助成収入 0 0 0 関係団体より

0 0 0 全国ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ政治連盟より

雑収入 10,000 10,000 0

受取利息 0 0 0

雑収入 10,000 10,000 0

当 期 収 入 合 計 1,370,000 1,200,000 170,000

前  期  繰  越  金 1,287,328 294,999 992,329

合             計 2,657,328 1,494,999 1,162,329

＜支出の部＞ （単位：円）

勘  定  科  目 令和５年度予算額 令和４年度予算額 増▲減 摘        要

事　業　費 1,050,000 1,045,000 5,000

研究費 750,000 750,000 0 研究小委員会、図書費等

印刷編集費 50,000 50,000 0 会誌、ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ等制作費

通信運搬費 25,000 20,000 5,000 会誌送料等

原稿料 50,000 50,000 0 査読費用等

講師謝金 75,000 75,000 0

大会等開催費 100,000 100,000 0 総会、研究発表会開催費

器具備品費 0 0 0

渉外費 0 0 0

管　理　費 105,000 155,000 ▲ 50,000

事務委託費 50,000 100,000 ▲ 50,000 全国ビルメンテナンス協会等

消耗備品費 0 0 0

支払報酬 50,000 50,000 0

借室料 0 0 0

雑費 5,000 5,000 0 振込手数料等

当 期 支 出 合 計 1,155,000 1,200,000 ▲ 45,000

当 期 収 支 差 額 215,000 0 215,000

次　期　繰　越　金 1,502,328 294,999 1,207,329

合              計 2,657,328 1,494,999 1,162,329

借室料立替金収入

5.　令和５年度　収支予算書（案）

 



６．監事選任について 

 

日本環境管理学会会則で監事の人数・選出は以下の通り規定されています。 

 

第１７条（役員） 

 この会には、次の役員を置く。 

 (1)会 長 1名 

 (2)副会長 若干名 

 (3)理 事 35名以内 

 (4)監 事 ２名 

第１８条 （役員の選出） 

  会長および監事は、正会員の中から、互選により選出する。  

２．副会長は、正会員の中から、会長が指名する。 

３．理事は、正会員の中から、会長が指名する。  

４．専務理事は、理事の中から、会長が指名する。 

 

＜経過＞ 

１ 令和4年度通常総会において会則 18条の1項により監事の選任が行われ、 

令和4年度・5年度監事として、木村亨氏、興膳慶三氏が承認されました。 

 

１ しかし、興膳慶三氏におかれましては、令和 5年1月7日、ご逝去されました。本学会としては氏の本学会に対

する長年の理事としてのご貢献に哀悼の意を表する次第です。 

 

１ つきましては、定款17条(4)の監事2名の規程に欠員を生じているため、 

今総会で、以下の方をご推薦することといたしましたので上程申し上げます。ご審議のほどお願い申し上げます。 

 

 

１ 令和５年度の監事として、 

 

正会員の 

木村 榮一 氏 を推薦いたします。 

 

 

以上 


